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インフルエンザ補助について 

東建・神建国保に加入の本

人・扶養者を対象に１人あた

り、最大２千円の補助が受けら

れます。申請される方は支部事

務所までご連絡ください。 

※ 対象は６４歳まで 

 

 

 

                                    

                                    

今
年
は
世
界
的
に
猛
威

を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

非
常
に
大
き
く
、
毎
年
各

地
区
や
、
支
部
で
行
っ
て

い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
の
取
組
も
行
え
ず
、
皆

さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
て
話

を
す
る
機
会
も
減
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
に
も
負
け
な
い
様
、
各

地
区
で
は
、
目
標
達
成
、

年
間
純
増
達
成
へ
向
け
、

そ
れ
ぞ
れ
取
組
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。 

   

三
鷹
武
蔵
野
地
区
で
は
、 

                

電
話
か
け
行
動
か
ら
始
め
、

小
金
井
、
武
蔵
野
、
三
鷹

と
、
主
に
三
十
代
か
ら
五

十
代
を
対
象
に
電
話
か
け

の
後
、
副
地
区
長
の
個
別

訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

訪
問
行
動
で
は
、
未
加

入
者
宅
、
組
合
員
宅
を
訪

問
。
も
ち
ろ
ん
フ
ェ
イ
ス

ガ
ー
ド
を
し
、
コ
ロ
ナ
対

策
は
十
分
注
意
。
顔
を
合

わ
せ
て
、
仕
事
の
状
況
や
、

国
の
給
付
金
制
度
等
の
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
に
は
、

現
場
で
拡
大
資
料
の
配
布

も
併
せ
て
お
願
い
し
て
い

ま
す
。 

そ
の
他
、
Ｄ
Ｍ
送
付
先

へ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
も
、 

新
規
加
入
に

つ
な
が
る
と

信
じ
行
っ
て

い
ま
す
。 

拡
大
は
、

組
合
員
皆
さ

ん
の
協
力
が

な
け
れ
ば
、

出
来
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も

拡
大
に
向
け

頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
い
た

だ
け
ま
す
様

お
願
い
致
し 

ま
す
。 

【
三
鷹
武
蔵
野
地
区
長 

 
 

竹
下 

宏
昭
・
記
】 

   

現
在
の
情
勢
、
行
動
は

限
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を

逆
に
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

今
ま
で
に
無
い
新
し
い
拡

大
行
動
を
試
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

調
布
地
区
で
は
、
電
話

か
け
行
動
を
し
て
、
現
場

で
配
っ
て
も
ら
う
、
拡
大

グ
ッ
ズ
を
皆
さ
ん
の
所
へ

配
っ
て
い
ま
す
。 

支
部
Ｈ
Ｐ
も
で
き
、
建

設
国
保
の
月
額
保
険
料
が

簡
単
に
計
算
で
き
る
機
能

も
付
き
ま
し
た
。
現
場
で

市
区
町
村
国
保
を
使
っ
て

い
る
人
が
い
た
ら
、
是
非

教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

大
変
な
状
況
で
す
が
、

今
を
乗
り
切
り
、
仲
間
を

増
や
し
、
来
年
楽
し
い
レ

ク
が
い
っ
ぱ
い
出
来
る
様
、

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

【
調
布
地
区
長 

 

佐
藤 

裕
明
・
記
】 

   

狛
江
地
区
で
は
、
支
部

か
ら
電
話
か
け
行
動
や
、 

                

拡
大
訪
問
行
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。 

訪
問
行
動
で
は
、
今
年

新
し
く
加
入
し
た
方
と
も

話
が
で
き
、
次
に
繋
が
る

行
動
と
な
り
ま
し
た
。 

地
区
の
目
標
ま
で
あ
と

一
名
、
目
標
達
成
に
向
け
、

そ
し
て
東
多
摩
支
部
と
し

て
の
年
間
純
増
へ
向
け
、

よ
り
一
層
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
狛
江
地
区
長 

 

湊 

秀
雄
・
記
】 

   

府
中
稲
城
地
区
で
は
、 

                

今
期
よ
り
国
分
寺
市
、
国

立
市
に
あ
る
分
会
と
統
合

し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の

月
間
で
は
、
皆
さ
ん
と
話

の
入
り
口
と
な
る
電
話
か

け
行
動
か
ら
行
い
、
順
次

皆
さ
ん
の
お
宅
へ
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

目
標
達
成
、
年
間
純
増

の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
十
月
、

十
一
月
と
、
皆
様
の
お
宅

に
電
話
や
訪
問
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
、

ご
協
力
の
程
、
何
卒
お
願

い
致
し
ま
す
。 

【
府
中
稲
城
地
区
長 

 

石
川 

幸
二
・
記
】 
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デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
に
は
右
側
に
青
色

の
ラ
イ
ン
で
多
摩
川
、

大
丸
用
水
の
流
れ
を
、

下
側
に
は
茶
、
緑
の
ラ

イ
ン
で
里
山
、
稲
城
市

の
豊
か
な
自
然
環
境
を

表
現
し
て
い
ま
す
。
オ

ブ
ジ
ェ
や
デ
ザ
イ
ン
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
は
、
市
内

の
各
駅
に
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
探
し
て
見
て
く
だ

さ
い
。 

 

            

稲
城
市
が
、
世
界
的

に
有
名
な
機
動
戦
士
ガ

ン
ダ
ム
、
ヤ
ッ
タ
ー
マ

ン
と
関
り
が
あ
る
こ
と

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
実
は
、
機

動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
、
ヤ

ッ
タ
ー
マ
ン
な
ど
数
々

の
メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
を
手
が
け
た
日
本
初

の
メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
大
河
原
邦
雄
氏
が

稲
城
市
生
ま
れ
な
の
で

す
。 稲

城
市
で
は
、
大
河

原
邦
雄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
大
河
原
さ
ん

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
代

表
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
、
オ
ブ
ジ
ェ
や
、
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
を
制
作
し

ま
し
た
。 

            

 

【
石
川 

幸
二
・
記
】 

                                    

                                    

                                    

               

八
月
二
十
三
日
（
日
）

十
時
支
部
事
務
所
会
議
室
、

部
員
五
名
書
記
一
名
が
集

合
。
支
部
Ｈ
Ｐ
の
ベ
ー
ス

を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
、

稲
津
由
貴
さ
ん
を
講
師
と

し
て
教
宣
学
習
会
を
開
催
。 

二
台
の
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
に

各
二
名
で
『
新
着
情
報
』

の
公
開
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

を
、
レ
ジ
ュ
メ
と
講
師
の

指
導
に
し
た
が
っ
て
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
確
認
を
し
な

が
ら
進
行
し
、
約
九
十
分

で
文
章
と
イ
ラ
ス
ト
を
Ｕ

Ｐ
。 指

導
の
分
か
り
や
す
さ

に
、
Ｈ
Ｐ
新
着
編
集
も
そ

れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
け
る
の

で
は
と
、
と
て
も
意
欲
的

に
。 

               

稲
津
氏
製
作
Ｈ
Ｐ
は
、

と
て
も
便
利
で
綺
麗
に
構

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
皆

で
、
感
激
感
謝
で
し
た
。 

【
ギ
タ
リ
ス
ト
唯 

記
】 

                

                                    

                              

 

キーワードクイズ 
日頃より機関紙『きずな』をご愛読いただき、ありがと

うございます。 

さて、４月号から「キーワードクイズ」を掲載していま

す。正解がわかったら、１１月号に掲載いたします、問

題、応募方法、当選者の発表を読んでご応募下さい。 

 

◆１０月号のヒント 

 

      

   ま す よ 

 

 

 

機関紙『きずな』では、皆さんの声を募集して

おります。 

今回のテーマは「コロナ禍が収束したらやりた

い事！」です。 

回答いただいた方の中から、抽選でＱｕｏカー

ド（５００円）をプレゼント！ 

右のＱＲコードまたは、メール、ＦＡＸにて支

部事務所まで送信の上、ご応募ねがいます。 

投稿いただいた声は機関紙『きずな』１２月号

に掲載いたします。皆さんからのご応募をお待ち

しております。 

 

Ｍａｉｌ： 

higashitama@kensetu-union.jp 

ＦＡＸ：０４２－３５４－８０５６ 


